
令
和
６
年
度
第
１
回
鶴

岡
市
児
童
福
祉
審
議
会
が

７
日
開
か
れ
、
委
員
長
に

増
田
康
平
氏
（
社
会
福
祉

法
人
思
恩
会

、
副
委
員

）

長
に
齋
藤
功
氏
（
鶴
岡
市

民
間
保
育
園
協
議
会
）
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
数
の
減
で
３
園
が

廃
止
に

令
和
６
年
度
に
お
け
る

利
用
定
員
は
、
利
用
児
童

数
の
減
に
よ
り
、
湯
田
川

保
育
園
が

人
か
ら

人

50

40

に
変
更
に
な
り
ま
し
た

（
２
号

人
か
ら

人
に

29

22

・
３
号

人
か
ら

人

21

18

に

。）
令
和
７
年
度
は
、
小
堅

保
育
園
、
く
し
び
き
東
部

保
育
園
、
く
し
び
き
南
部

保
育
園
が
、
利
用
児
童
数

の
減
の
た
め
廃
止
と
な

り
、
在
園
児
は
全
て
、
他

園
で
受
け
入
れ
を
行
う
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
が
わ
こ
ど
も
園
は
、

保
育
所
か
ら
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
と
な
り
、

利
用
定
員
を

人
か
ら

30

45

人
に
増
員
と
な
り
ま
す

（
１
号
０
人
か
ら

人
に

15

・
２
号

人
か
ら

人
に

17

15

・
３
号

人
か
ら

人

13

15

に

。）
こ
ど
も
会
議
か
ら
理
想

の
居
場
所
の
提
案

令
和
６
年
度
鶴
岡
市
こ

ど
も
会
議
は
、
市
内
小
・

中
学
生
８
人
が
４
日
間
の

日
程
で

「
こ
ど
も
達
が

、

気
軽
に
集
う
事
が
で
き

る
、
理
想
の
居
場
所
を
考

え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
ど
も
達
か
ら
の
提
案

内
容
は
今
後
、
遊
び
場
整

備
方
針
や
、
新
図
書
館
整

備
構
想
、
旧
二
小
跡
地
活

用
策
、
駅
前
活
性
策
等
、

市
の
施
策
に
反
映
し
て
い

き
ま
す
。

令
和
６
年
度
親
子
モ
ニ

タ
ー
事
業
は
、
屋
内
の
こ

ど
も
遊
び
場
整
備
を
検
討

す
る
た
め
、
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

ソ
ラ
イ
の
利
用
の
仕
方

や
混
雑
状
況
、
安
全
性
と

利
用
料
な
ど
、
こ
ど
も
の

遊
び
場
に
必
要
と
思
う
こ

と
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
学
区
学
童
の
指
定

管
理市

第
五
学
区
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
改
築
で
は
、

管
理
運
営
を
公
設
民
営
で

お
こ
な
う
こ
と
と
し
、
指

定
管
理
に
は
「
特
定
非
営

利
法
人
に
じ
い
ろba

se
」

が
選
出
さ
れ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

「
市
こ
ど
も
プ
ラ
ン
」
策

定
へ続

い
て
、
令
和
７
年
度

か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
「
こ
ど
も
計
画
」

と

「
第
３
期
子
ど
も
・

、
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

を
一
体
的
に
行
う
「
鶴
岡

市
こ
ど
も
プ
ラ
ン
」
の
策

定
に
向
け
た
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

基
本
理
念
に
「
こ
ど
も

の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

つ
る
お
か
」
と
し
、
基

本
目
標
に
「
こ
ど
も
の
可

能
性
が
伸
び
る
環
境
づ
く

り

「
こ
ど
も
の
健
や
か

」
、

な
成
長
を
支
援
す
る
環
境

づ
く
り
」
を
掲
げ
、
今
後

実
施
に
向
け
た
施
策
と
事

業
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
期
は
休
み
や
す

い
環
境
を

委
員
か
ら

「
こ
ど
も

、

の
笑
顔
が
本
当
に
作
れ
る

の
は
、
親
自
身
が
笑
顔
に

な
れ
る
生
活
を
し
て
い
て

こ
そ
出
来
る
も
の
。
そ
の

た
め
に
子
育
て
期
は
職
場

で
休
み
や
す
い
環
境
を
作

っ
て
ほ
し
い

、」

「
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
の
拡
充
で
は
、
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
や
、
幼
児
教
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
等
、
専
門
家
の
確

保
が
必
要

、」

「
こ
ど
も
を
囲
む
す
べ
て

の
連
携
（
福
祉
・
教
育
も

含
め
）
が
重
要
と
な
っ
て

く
る

、
」

「
こ
ど
も
会
議
は
継
続
的」

、

に
お
こ
な
っ
て
ほ
し
い

「
素
晴
ら
し
い
事
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
一
番
大

切
な
の
は
ソ
フ
ト
面
を
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

坂
本
昌
栄
議
員
が
傍
聴

し
ま
し
た
。

ও
෧
ख
ဢ
੉
ݯ
ړ
ဢ
ܧ
ܓ
ભ
ۮ
ങ
ോ

ݶ
଱

��

▽

月
２
日
、
県
建
築
士
会
鶴
岡
田
川

11

「

、

支
部
主
催
の

大
林
組
の
見
て
い
る
今

そ
し
て
未
来
」
と
題
し
た
講
演
会
を
聴

講
。
従
業
員
１
万
７
千
人
、
売
上
高
１

兆
３
千
億
円
の
世
界
的
企
業
の
副
社
長

の
ご
両
親
が
鶴
岡
市
（
旧
町
村
）
出
身

と
い
う
縁
。
同
氏
が
１
９
８
５
年
に
入

社
し
て
以
来
の
日
本
と
世
界
の
建
築
業

界
・
世
界
経
済
の
動
向
と
同
社
の
歩

み
、
同
社
が
今
、
再
エ
ネ
を
始
め
と
す

る
新
分
野
の
事
業
に
世
界
的
に
乗
り
出

し
て
い
る
事
等
々
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
お

話
し
は
興
味
深
く
、
啓
発
さ
れ
る
と
こ

ろ
大
。
同
時
に
、
大
企
業
の
利
益
追
求

と
地
域
経
済
の
相
克
が
今
後
も
深
ま
る

と
い
う
こ
と
も
認
識
を
新
た
に
す
。

▽
３
日
、
山
形
大
学
農
学
部
の
学
園
祭

∶
•

鶴
寿
祭
を
見
学
。
野
菜

果
物
販
売
コ

ー
ナ
ー
で
、
宝
谷
の
赤
カ
ブ
と
大
網
の

有
機
栽
培
さ
つ
ま
い
も
紅
は
る
か
を
購

入
。
カ
ブ
生
産
農
家
は
学
部
卒
業
生
、

紅
は
る
か
は
学
生
さ
ん
の
実
家
か
ら
。

同
学
部
の
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
研

究
活
動
の
益
々
の
発
展
に
期
待
。

▽
７
日
、
鹿
児
島
市
・
鶴
岡
市
兄
弟
都

市
盟
約

周
年
記
念
式
典
に
出
席
。
戊

55

辰
戦
争
で
戦
火
を
交
え
た
庄
内
藩
に
寛

大
な
処
分
が
下
さ
れ
た
こ
と
を
西
郷
隆

盛
の
指
導
で
あ
る
と
し
て
生
ま
れ
た
、

西
郷
を
尊
崇
す
る
気
風
が
昭
和

年
の

44

盟
約
締
結
に
繋
が
り
ま
し
た
。
両
藩
の

関
係
や
明
治
維
新
の
中
で
の
西
郷
の
役

割
等
は
歴
史
学
の
分
野
で
研
究
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
両
市
の
縁
は
維
新
の
激
動

の
中
の
情
趣
あ
る
物
語
と
思
い
ま
す
。

式
典
の
後
の
交
流
会
は
、
両
市
民
の
相

互
理
解
の
深
ま
り
が
実
感
さ
れ
る
、
暖

か
い
、
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

市
議
会
で
鹿
児
島
市
を
視
察
し
、
鶴

岡
２
中
と
兄
弟
校
で
あ
る
武
中
学
校
で

歓
迎
を
受
け
、
西
郷
自
刃
の
地
等
も
訪

問
し
て
、
感
慨
を
覚
え
た

年
前
を
思

18

い
出
し
ま
し
た
。

県
議

関

徹
）

（

２４１９NO.
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昨
年

月
に
発
足
し
た

12

大
山
工
業
団
地
連
携
協
議

会(

恩
田
健
次
会
長)
の
初

め
て
の
意
見
交
換
会
が
、

月

日
行
わ
れ
ま
し

10

31

た
。関

係
す
る
大
山
自
治

会
、
市
商
工
課
、
開
発
公

社
、
金
融
機
関
、
県
議
、

市
議
ら
も
参
加
し
ま
し

た
。恩

田
会
長
か
ら
、
協
議

会
の
発
足
と
活
動
経
過
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
団
地
内

社
の

19

う
ち

社
が
会
員
と
な
っ

12

て
お
り
、
管
理
に
必
要
な

環
境
整
備
と
共
同
事
業
な

ど
を
目
的
に
、
情
報
交
換

な
ど
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
会
員
各
社

か
ら
自
己
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

未
分
譲
残
り
３
・
５
ha

市
商
工
課
か
ら
は
、
市

の
産
業
振
興
施
策
と
産
業

団
地
の
状
況
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け

て
、
運
輸
会
社
の
車
両
整

備
工
場
や
倉
庫
な
ど
の
新

設
が
進
み
、
大
山
工
業
団

地
内
の
用
地

・
５

の

23

ha

う
ち
、
未
分
譲
面
積
は
６

・
４

、
そ
の
う
ち
協
議

ha

中
約
２
・
９

を
除
く

ha

と
、
残
り
の
面
積
は
約
３

・
５

に
な
っ
て
い
る
と

ha

の
こ
と
で
す
。

道
路
環
境
は
緊
急
性

高
い

団
地
内
の
環
境
整
備
の

課
題
と
し
て
、
道
路
の
安

全
管
理
に
つ
い
て
は
夜
間

の
街
路
灯
と
、
Ｔ
字
路
の

停
止
線
や
標
示
・
標
識
、

さ
ら
に
大
雨
時
の
排
水
対

策
や
除
雪
対
応
な
ど
の
具

体
的
な
状
況
が
示
さ
れ
、

対
策
を
求
め
る
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
今
後
の
工
業
団
地

と
地
域
活
性
化
に
向
け
、

羽
前
大
山
駅
の
利
用
拡
大

と
交
通
ア
ク
セ
ス
の
課
題

の
克
服
や
、
団
地
内
で
の

清
掃
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

意
見
交
換
で
は
、
参
加

し
た
菅
井
巌
議
員
は

団
、「

地
内
の
道
路
環
境
の
課
題

は
ど
れ
も
緊
急
性
が
高

く
、
市
で
も
現
状
確
認
が

必
要

「
大
山
駅
の
利
用

」、

拡
大
は
重
要
で
あ
り
、
交

通
ア
ク
セ
ス
整
備
も
含

め
、
自
動
車
社
会
の
根
本

的
な
課
題
を
考
え
る
必
要

」

。

が
あ
る

と
述
べ
ま
し
た

大
山
工
業
団
地
連
携
協

（議
会
会
報
第
１
号
２
０
２

）

４
年
３
月

土木課入札結果（ ）内は予定価格
11月7日入札分
（ ）・令和6年災第9203号市道屋敷田線道路災害復旧工事 大網地内

（入札2業者）
（ ） （ ）斎藤建設(株)2,080,000円 2,200,000円 工期～7/6/20 落札率94.55％

建築課入札結果（ ）内は予定価格
11月7日入札分

・令和6年度湯野浜海岸公衆便所洋式化工事（湯野浜字浜泉 湯
野浜海水浴場内)（入札3業者うち1業者無効）

（ ） （ ）(株)瀬尾工務店6,280,000円 6,630,000円 工期～7/3/7 落札率94.72％

会
場
：
致
道
博
物
館
内

旧
鶴
岡
警
察
署
庁
舎

ホ
ー
ル

※
申
込
要
（
電
話0235

-22-1199

／E-mail

：

r
e
s
e
r
v
e
@
c
h
i
d
o
.
j
p

等

、
先
着

名

）

40

ワ
ッ
パ
騒
動
１
５
０
年

特
別
展
と
し
て
、
致
道
博

物
館
主
催
に
よ
る
「

ワ
『

ッ
パ
騒
動
』
自
由
民
権
運

動
の
先
駆
け
」
が
、
同
館

美
術
展
覧
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

【
会
期
】

（

）

令
和
６
年

月

日

金

11

15

～
令
和
７
年
１
月

日
20

（
月
）

【
開
館
時
間
】

月
午
前
９
時
～
午
後
５

11時
、

月
～
午
前
９
時
～

12

午
後
４
時

分
30

休
館
日
＝

月
無
休
、

11

12

月
は
水
曜
日
、
年
末
年
始

（

）

月

日
～
１
月
４
日

12

28

【
料
金
】

一
般
１
０
０
０
円
／
高
大

生
４
０
０
円
／
小
中
生
３

０
０
円

【
会
場
】

公
益
財
団
法
人
致
道
博
物

館

美
術
展
覧
会
場

【
主
催
】

公
益
財
団
法
人
致
道
博
物

館【
共
催
】

山
形
県
・

公
財
）
山
形

（

県
生
涯
学
習
文
化
財
団
・

鶴
岡
市
教
育
委
員
会

【
協
力
】

鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
・
ワ

ー
ト
ー
ク

※
申
込
不
要
、
直
接
会
場

へ
。

【
講
演
会
】

◉

月
８
日
（
日
）

時

12

13

分
～

時

30

16

講
演
会
①

ワ
ッ
パ
騒
動
と
は
何
か
？

講
師
：
山
内

励
氏
（
山

形
県
地
域
史
研
究
協
議
会

副
会
長
）

升
川
繁
敏
氏
（
ワ
ッ
パ
騒

動
義
民
顕
彰
会

事
務
局

長
）

会
場
：
鶴
岡
市
立
図
書
館

２
階
講
座
室

※
申
込
要
（
電
話02

3
5-
2

2
-
11
9
9

／E-m
ai
l

：res
e

r
v
e
@
c
h
i
d
o
.
j
p

等

、
先

）

着

名
60

◉

月

日
（
日
）

時

12

22

14

～

時
16

講
演
会
②

松
平
親
懐
と
菅
実
秀
か
ら

み
た
ワ
ッ
パ
騒
動

講
師
：
門
松
秀
樹
氏
（
東）

北
公
益
文
科
大
学

教
授

鶴
岡
中
央
高
校
普
通
科

３
年
の
生
徒
と
、
市
議
会

議
員
と
の
意
見
交
換
会
が

７
日
行
わ
れ
、
党
市
議
団

か
ら
坂
本
昌
栄
、
長
谷
川

剛
両
市
議
が
参
加
し
ま
し

た
。子

育
て
、
若
者
の
政
治

参
加
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
９

つ
の
テ
ー
マ
で
、
各
班
に

分
か
れ
て
進
め
ま
し
た
。

長
谷
川
議
員
は

「
多

、

様
性
を
認
め
合
う
社
会
、

誰
も
が
自
分
ら
し
さ
を
発

こ
と
や
、
将
来
の
こ
と
な

ど
も
出
さ
れ
、

「
バ
ス
通
学
の
定
期
代
が

高
い

、」

「
学
費
が
高
く
て
不
安
。

親
も
大
変
そ
う
。
将
来
子

ど
も
を
持
ち
た
い
と
思
え

な
い

、」

「
就
職
で
帰
っ
て
き
た
い

と
も
思
う
け
ど
、
希
望
す

る
職
種
が
な
い

、」

「
高
校
生
の
た
ま
り
場
が

欲
し
い
」
な
ど
、
多
く
の

願
い
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ッ
パ
騒
動
義
民

顕
彰
会

【
イ
ベ
ン
ト
】

◉

月

日

11

30

(

土)

時
～

14

15

時

学
芸
員
に

よ
る
ギ
ャ
ラ
リ

揮
で
き
る
社
会
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
意
見
交

換
。生

徒
が
事
前
に
調
べ

た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
状
況
や
、

外
国
人
の
医
療
・
介
護

な
ど
の
質
問
を
受
け
ま

し
た
。

そ
の
後
、
市
に
望
む


